
 

●開催概要 

開催日 平成 26年９月６日（土） 

開催時間 午前 10時～午後 0時 30 分 

会場 山科区役所大会議室 

出席者数 ３５名 

プログラム 

午前 10 時～ 
趣旨と進め方の説明 
事務局から，やましなＧＯＧＯカフェの目的や，今日の進め方について説明しました。 

午前 10 時 5 分～ 

自己紹介の時間～うろうろ自己紹介～ 
「山科とのご縁」，「この場への期待」などが書かれたシートを使い，参加者の 5人以上と自己

紹介をしました。 

  

午前 10 時 15 分～ 

ホームルームの時間①〜気になる木になる山科〜 
各テーブルに戻り，「山科のここが好き」，「山科のここが気になるほっとけない」，「山科のこ

の魅力を活かしたい」など，今，参加者が山科のことで気になっていることを話し合いました。 

  

午前 10 時 50 時～ 

話したいテーマを出そう 
他の参加者と話し合いたいテーマを考え，発表し合いました。（計１１テーマ） 

  

午前 11 時 5 分～ 

ＧＯＧＯカフェ談義〜テーマに集ってカフェ談義～×２ラウンド 
発表を聞き，関心を持ったテーマに集い，そのテーマについて話し合いました。 

 

 

 

 

 

午後 0 時 55 分～ 
ホームルームの時間②～今日のふりかえり～ 
「本日の収穫帳」に記入し，自分で今日の成果を振り返ったあと，収穫帳の内容をテーブルの

参加者と共有し合いました。 

午後 0 時 10 分～ 
おわりに 

参加者にマイクを渡し，イベント紹介の時間を設けました。 

第３回 開催報告書 



●ＧＯＧＯカフェ談義のテーマと主な内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今後の予定  皆様御予定ください。 

第４回  １１月２９日（土） 午前１０時～午後０時３０分 

第５回  １月２２日（木） 午後７時～午後９時３０分 

第６回  ３月  ８日（日） 午前１０時～午後０時３０分       

平日の夕方開催です。 

日曜日の午前中開催です。 

① やましな GOGO カフェのこれから 
 リーダーシップを発揮する人が必要である。 

 まだ３回目であり，参加者の思いがどこに向かって

いるか探る時間が必要なのでは？ 

 個々の思いを十分に引き出す場にどうやったらな

るのか考えていきたい。 

② ママ・妊婦さんが笑顔になるイベント 
   に協力してくださる方募集中 
 区内での開催場所が見つからない。 

 区外に出づらい妊婦さんが気軽に集える場所がで

きれば，若い世代も活気づくのではないか。 

 子育て支援の一環として，抜本的な体制作りが必要。 

③ お月さん，天文から古典文学，そして月見 
  うどんまで 
 「月」と「人」との関係性を切り口（モチーフ）に

したイベントができないか。 

 かなり多様なプログラムが創出できそう。 

 花山天文台等との協力を考えてもよい。 

④ 子育てを通じた地域活性化 
 マタニティ期や幼児期の親対象のイベントはある

が，小中学生の親対象の交流のイベントがあまりな

い。 

 地域のイベントと同時開催すれば，参加のきっかけ

になるかも。 

⑤ 地域の活性化対策 
 地域が疲弊しつつあることについて対策を考えたい。 

 若年層の参加が課題である。 

 町内会を脱会を食い止める対策として，防災訓練に

参加してもらい，町内会活動の必要性を認識しても

らうのはどうか。 

⑥ 山科の交通網について考えてみませんか？ 
 バスにしても道路にしても不便であり，また，坂や

段差が多く，見歩くのに不便である。 

 醍醐のコミュニティーバスを参考にすることはで

きないか。 

⑦ 山科人が心から楽しめるおもしろいイベ 
   ントを起こしたい 
 見て終わり，食べて終わりではないイベントにしたい。 

 山科独特のものを取り入れたい。 

 実現に向け，先行事例の調査や，経験者に話を聞き

に行きたい。 

⑧ 最近若い人と話してますか 
 若い人は仲間同士の集まりになりがちである。 

 子供を地域で育てようとする大人が必要である。 

 多くの世代を巻き込み，協働で野菜を作り，それら

を収穫してパーティーができないか。 

⑨ 山科区のゆるキャラ活用 
 新たに，「やまなすさん」という女性のキャラクタ

ーを作ってはどうか， 

 「もてなすくん」と，「やまなすさん」とのペアで，

山科を盛り上げたい。 

 

⑩ 「きょうのやましなさん」の仲間集め 
 現在の参加基準に限界があるのではないか。 

 大学のサークルとのコラボを考えてはどうか。 

 類似の活動を行う団体があるので，そこに参加する

のはどうか。 

⑪ 山科にくるりバスをもう 1 本走らせて観 
  光の活性化を！ 
 観光も生活も、山科駅を中心に考えられていて、効

率的に区内をめぐるのが難しい。現在の路線と路線

をつなぐことは考えられないか。 

 路線増の実現は難しいが，小金塚などバスの利便性

向上に取り組んでいる地域もあり，一緒に取り組め

ないか。 


